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Synopsis The present technical status and the future plans of the

lidar on the Space Shuttles and the Polar Platforms are

reviewed.

1.はじめに

近年の人間活動による大気中の二酸化炭素やハ

ロカーボン等の増加は成層圏オゾン層の破壊や温
唾化等地球上の生命にとって極め〈て大きな問題

を投げかけている｡そこで各国のいろいろな機関
がこれらの問題解決のために積極的な取り組みを

始めている｡その中で例えばNASA (National
Aeronautics and Space Administration)等では
地球監視システム(E o s)を計画し1､地球を
固体圏､生物圏､水圏､大気圏､雪氷雷から成り
立つ1つのシステムと考え､ 1990年代後半か
ら種々のパッシブ､アクティブリモートセンシング
技術を用いてスペースから総合的にこのシステム
を観潮解析することにより､我々の現在の理解を
さらに明確なものにしてこれらの問題に対処しよ
うとしている｡

現在NASA_で考えられているスペーライダー

計画としてヰqL RS､守G占oscience Laser Rang-
ing System)t'ちAW良, (L云ser- Atmospheric Mind
Sounder)がE/二BA ′(European Space Agency)では
ATL I D, (At皿osph^ejric Lidar)･が計画されて
いる写｡これらのスペ⊥スライダー計画を成功さ
せるために娃まず飛行機搭載ライダーやスペース

シャトルを利用kた棄巌か必要であ′ろう｡

2.スペースシャトル搭載ライダー
NA,畠Aのrスペース･シヤートルを利用したライダ

ー実験として､ LI TE (Lidar In-space Tech-
nology Experiment)がある｡この計画は1986
年のチャレンジャー事故により当初の予定より4

年遅れて1992年に実験が予定草れている｡ L
I TEの目的は､-　高度300kmの軌道上のスペ
ースシャトルから､フラッシュランプ励起のNd
:YAGレーザーの一3-波長1064nm, 532

nm, 355nmを利用して,エアロゾル､嚢､
気温等の測定を行う計画である｡そのためのレー
ザーの開発が進められておりー　3波長同時発振で
それぞれ430ー　415､ 1 55mJ､ 1子方シ
ョットの寿命のものが達成され,シャトル用のフ
ライトシステムも考えられている3｡スペースは
真塗なので､放電励起は不活性気体を1. 2
1. 8気圧封入した直径約60cm､長さ150

a mの容器の中で行う｡電力旺2. 2kW成下,

重さ230k g以下でシャトル用の仕様を瀞たし
ている｡冷却はスペースラブの冷却システムに接
続される｡スペースシャトルによる実験はほぼ1

週間程度なので､これで種々の基礎実数を行うこ
とで次の衛星搭載ライダーの先導役となろう0

3.スペースライダー計画
3. 1　G L R S
スペースからのレーザーを用いた謝鹿は_　ア

ポロ15､ 16､ 17号(1971　　72)で
月面の謝鹿で行われている｡そのときの産能分解
能披1mであったが月の謝地学や地球物理学の研
究に大きな役割を果たしたと書われているC　衛星
からの滞庫の場合レーダーは全天候型ではあるが,
フットプリントが大きく細かい横道を見るに披レ
ーザーの方が優れているし､要が存在するときに

は要項高度が測定できることになる｡
現在NA S Aで考えられているG LRSの概念

図をFig.1に示す｡測定は2つのモードが考えら
れ､ 1つ娃地表に幾つも置いたリトロリフレクタ
ー間の相対位置を高精度で謝り地殻変動等を繭べ
るRMモードで､もう1つ娃睦地､永面､要など
の高さを測る通常の高度計としてのAMモードで
ある　GLRSはプレートテクニクス､場裏予知､

気候変動などの研究にとって重要である｡

3. 2　LAWS
現在高層風の観潮披レーウィンゾンデやレーダー,

衛星からの嚢の移動を追跡することで行われてい
る｡しかしながら熱帯や南半球では海が多いこと
などで予報精度や気候研究の進展にとって風のデ
ータが大いに不足しており､対流圏の風を謝定で

きるLAWS計画に注目が集まっている｡
Fig.2にLAWSの概念図を示す｡ライダーパ

ラメータとして､ 10J､　　10Hzの炭教ガ

スレーザーを用いて1. 5mの受信望遠鏡を約8
00kmの軌道上から56度の角度で10秒で1
回程度のコニカルスキャンを行い､衛星から見て
前方及び後方からの視線方向のドップラー速度を
謝建することで各交点の風向風速を求めること
になる｡　水平及び垂直の庫敢分解能はそれぞれ
100km､ 1kmで滑走将度は1m/sを予定
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している｡これらの可能性の再確認のため､散乱

体としてのエアロゾルの分布を謝べるためのGL
OBE (Global Backscatter Experiment)計画
も進められており､日本でも各地のライダーとの

同時共同観測が今年の1 1月に予定されている｡

3　AT LI D

E S Aで旺AT LI Dが計画されている｡これ

は最初は比華的簡単なNd: YAGによるエアロ
ゾルや要の観測が考えられているが､レーザーを

はじめとしてのライダー要素技術を進展させて､
将来水蒸気､気温､圧力などの観潮に向かおうと

l

している4｡

4.おわりに
これまでに現在考えられているスペースライダ

ー計画について幾つか述べてきた｡ LAWS, A
TLI Dなどいままでのパッシブセンサーでは得

られなかった高い空間分解能と測定椅度を持つも

ので､これからの地球親潮システムの強力な観潮
手段として期待されている｡

しかし､これらの計画を実現するためには幾つ
かの技術的問題を解決しなさすればならないB　例え

ばレーザーの安定性､長寿命､高効率化ー　小型化
などであり､水蒸気や気温､風向風連等のライダ
ー謝定では狭帯域のスペクトル噂と安定性が要求
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Fig.1 Block diagram of a GLRS instrument2.

されている｡また大型で且つ軽量の受信望遠鏡,

近赤外での高利得の検出希の紺発や､ライダーの
自動アライメント手法の開発も望ましい｡ここで

述べた以外の衛星また娃嚢などからの散乱を利用

した長庫寵吸収による大気微量成分の検出法やこ
れまでに考えられなかった全く新しい親潮手法の

開発も当恭期待されるO　幸い日本のレーザー及び
ライダー研究は非常に活発なのでー　これらの間髭

を解決して新しい地球観潮の道を切り開いていく
であろう｡

なおここで述べたもの披最近レーザー研究に

掲載されたものを基本にしたもので､これを導入

部として､この後､坂部､笹野､老境の3名の方
々のコメントに引続きスペースライダーに関して

参加者全員による質疑討論が行われること一になっ
(ォ5M

て
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Fig.2 Block diagra皿of a LAWS instrument<


